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研究の概要 

本研究では、二酸化炭素（CO2）を有効に活用して、価値の高い化学製品を作る新しい触媒（反

応を助ける材料）を開発する。一般的には、CO2と水素(H2)を使った反応では、鉄(Fe)を含む触媒

がよく用いられている。この触媒の中では、CO2を反応しやすくする部分と、炭素同士をつなげて

より大きな分子を作る部分が協奏して働き、炭素が 2 つ以上つながった有用な化合物（C2+化合

物）を作ることができる。しかし実際には、炭素同士がうまく結びつく前に反応が止まり、多くの

場合、メタンのような単純な物質として排出されるという課題がある。 

一方、CO2 の活性化が可能な銅(Cu)を Fe に導入すると、CH4 の生成量が減少することが報告さ

れている．さらに、銅と鉄が接している部分（界面）が多いほどその効果は大きくなり、炭素が 2

つ以上つながった有用な化合物（C2+化合物）の生成が進みやすくなる。 

本研究では、Cu と Fe を原子状態で配置された層状化合物である(ハイドロタルサイト)を多孔

質材料に高分散に形成することで，緻密な Cu-Fe界面を構築し，C-C結合を形成する活性点を形成

する．さらに、別の金属により、反応の進み方を精密にコントロールする。これにより、CO₂から

効率よく炭素同士を結びつける反応を促進し、有用な化学品を生み出す。 

この技術が実現すれば、再生可能エネルギー由来の水素と CO2 を組み合わせて資源として再利

用する「炭素循環」の実現に貢献できる。また、環境負荷の低減だけでなく、産業的にも価値の高

い化学製品の生産につながることが期待される。 
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研究の全体概要図 

 


